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(57)【要約】
　本発明は、ホルダー部及びホルダー部から突出する少
なくとも２つの貫通部を持つ、輸液装置の切除デバイス
に関する。最短の突出貫通部は液体流路を備え、最長の
突出貫通部は少なくとも空気流路を備える。全ての貫通
部は相互に隣接してかつ平行に配列される。貫通部は公
称断面積を持つシャフトを有する。さらに、液体流路の
内側断面積は、少なくともシャフトの領域において、貫
通部の最大公称断面積の少なくとも６０％である。本発
明において、ストッパを安全に穿孔できるようにし、か
つ標準的寸法を維持しながらかなりの量の液体流量を保
証する切除デバイスが開発される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホルダー部（３２）と、前記ホルダー部から異なる長さで突出する少なくとも２つの貫
通部（４１、５１）とを持つ、輸液装置（１０）の切除デバイス（３１）であって、最短
の突出貫通部（４１）は液体流路（４６）を備え、最長の突出貫通部（５１）は少なくと
も空気流路（６１）を備え、
　全ての貫通部（４１、５１）が相互に隣接してかつ平行に配列され、
　全ての貫通部（４１、５１）が公称断面積（４５、５５）を持つシャフトを有し、
　前記液体流路（４６）の内側断面積（４９）が、少なくとも前記シャフト（４２）の領
域において、前記貫通部（４１、５１）の最大公称断面積（４５、５５）の少なくとも６
０％であることを特徴とする、切除デバイス。
【請求項２】
　前記貫通部（４１、５１）の前記公称断面積（４５、５５）が少なくともほぼ同じであ
ることを特徴とする、請求項１に記載の切除デバイス（３１）。
【請求項３】
　前記液体流路（４６）の内側断面積（４９）が前記空気流路（６１）の内側断面積（６
６）に一致することを特徴とする、請求項１に記載の切除デバイス（３１）。
【請求項４】
　少なくとも２つの液体流路（４６、５６）を備え、その内側断面積（４９、５９）の合
計が１つの貫通部（４１、５１）の前記公称断面積（４５、５５）より大きいことを特徴
とする、請求項１に記載の切除デバイス（３１）。
【請求項５】
　最長の突出貫通部（５１）がさらに液体流路（５６）を備えることを特徴とする、請求
項１に記載の切除デバイス（３１）。
【請求項６】
　２つの前記液体流路（４６、５６）が異なる長さを有することを特徴とする、請求項３
または４に記載の切除デバイス（３１）。
【請求項７】
　前記空気流路（６１）がフィルタ（６５）を有することを特徴とする、請求項１に記載
の切除デバイス（３１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホルダー部及びホルダー部から異なる長さで突出する少なくとも２つの貫通
部を持つ、輸液装置の切除（ removal ）デバイスに関する。最短の突出貫通部は液体流
路を備え、最長の突出貫通部は少なくとも空気流路を備える。
【０００２】
　輸液速度は、輸液ボトルから切除デバイスを介して滴下室の中への体積流量によって制
限される。輸液ボトルはストッパによって閉鎖される。構造部品の寸法は、ストッパが切
除デバイスによって安全に穿孔される規格に準拠する。
【０００３】
　切除デバイスは欧州特許第１，６５２，５４４－Ａ１号により知られている。この装置
は同軸に配列された２つの貫通部を備え、内側の貫通部は空気流路を備え、外側の貫通部
は２つの容器から供給を受ける液体流路を備える。液体の体積流量は外側貫通部の断面積
によって制限される。断面積はストッパの形状によって画定される。切除デバイスが挿入
されるときストッパが壊れてストッパの一部が輸液ボトルの中へ落ちる危険がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が対処する問題は、ストッパを安全に穿孔し、標準的寸法を維持しながら液体の
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かなりの量の体積流量を保証する切除デバイスを開発することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この問題は主請求項の特徴によって解決される。このために、
　全ての貫通部が相互に隣接してかつ平行に配列され、
　全ての貫通部が公称断面積を持つシャフトを有し、
　液体流路の内側断面積が、少なくとも前記シャフト（４２）の領域において、前記貫通
部の最大公称断面積の少なくとも６０％である。
【０００６】
　本発明のさらなる詳細は、従属請求項及び図解される実施形態の以下の説明から明らか
になる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、ストッパ及び切除デバイスと共に輸液ボトルを断面図で示す。
【図２】図２は、図１の切除デバイスの平面図である。
【図３】図３は、図１の切除デバイスの断面図である。
【図４】図４は、２つの液体流路及び１つの空気流路を持つ組立て済みの切除デバイスで
ある。
【図５】図５は、図４の平面図である。
【図６】図６は、ストッパが変形された切除デバイスである。
【図７】図７は、大きい液体体積流量用の切除デバイスである。
【図８】図８は、図7の平面図である。
【図９】図９は、図７の最長の突出貫通部の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、輸液装置（１０）の部品として輸液ボトル（１１）の縦断面図を示す。ストッ
パ（１２）が輸液ボトルに挿入され、輸液セット（２１）の切除デバイス（３１）がスト
ッパ（１２）に係合されている。
【０００９】
　輸液の準備をする際、活性物質を含有する液体が充填された輸液ボトル（１１）をまず
ストッパ（１２）で閉鎖する。切除デバイス（３１）でストッパ（１２）を穿孔した後、
ストッパ（１２）を下に向けて輸液ボトル（１１）を保持器に固定する。活性物質を含有
する液体（５）は、重力によって切除デバイス（３１）を介して滴下室（２２）（例えば
切除デバイス（３１）に接続される）へ、さらに輸液管（２３）へ流れ込むことができる
。滴下室（２２）を含まない設計も考えられる。この場合、活性物質を含有する液体（５
）は、例えば１０ｍｌ／秒以下の体積流量で輸液ボトル（１１）から吸い出される。
【００１０】
　図１に示す輸液ボトル（１１）は、例えばガラス瓶であり、例えばＥＮ　ＩＳＯ　８３
５６－１，Ｆｏｒｍ　Ａに記述される設計のものである。この場合、例えば３２ｍｍのネ
ック部開口を有する。この例示的実施形態において、上縁の内径は２２．５ｍｍである。
【００１１】
　ストッパ（１２）は、例えばＥＮ　ＩＳＯ　８５３６－２，Ｆｏｒｍ　Ａに準拠するゴ
ムストッパである。嵌められていない状態で、ストッパは例えば３０．８ｍｍの外径及び
１２．２ｍｍの高さを有する。挿入部（１３）すなわち輸液ボトル（１１）にはめ込まれ
るストッパ（１２）の部分の直径は、非変形状態で２３．６ｍｍである。輸液ボトル（１
１）に向いた上面（１４）に、ストッパ（１２）は、例えば８ｍｍの深さの凹部（１５）
を有し、前記凹部の底は１３ｍｍの直径を有する。ストッパ（１２）は、その下面（１６
）（図３参照）に不連続補強リング（１７）を有する。補強リングは下面（１６）に投影
される凹部（１５）の投影面積を取り囲む。追加された補強リブ（１８）が補強リング（
１７）の外に放射状に配列される。補強リブは、ストッパ（１２）の搬送及び保管中にス
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トッパ（１２）が貼り付かないようにする。
【００１２】
　図１及び図２の平面図に示す例示的実施形態において、切除デバイス（３１）はホルダ
ー部（３２）及び２つの貫通部（４１、５１）を備える。貫通部は、例えばホルダー部（
３２）に一体的に形成される。また、貫通部（４１、５１）をホルダー部（３２）に嵌め
込むか、またはその中に形成することができる。２つの貫通部（４１、５１）例えば貫通
ピン（４１、５１）は、相互に隣接してかつ平行に配列される。図の右側に示す貫通ピン
（４１）（以後、短い貫通ピン（４１）と呼ぶ）は、ホルダー部（３２）から上向きに突
出する例えば２８ｍｍの自由長さを有する。図の左側に示される長い貫通ピン（５１）は
ホルダー部（３２）から例えば４３ｍｍ突出する。
【００１３】
　例示的実施形態において、両方の貫通ピン（４１、５１）は５．６ｍｍの最大外径を有
する。貫通ピンは、各々ホルダー部（３２）から突出し、例えば円筒形または円錐形のシ
ャフト（４２、５２）及びホルダー部（３２）から離れる向きの先端（４３、５３）を持
つ。先端（４３、５３）への移行部において、それぞれのシャフト（４２、５２）は、例
えば直径５．２ｍｍの円形断面を有する。この断面（４５、５５）を以後、公称断面積（
４５、５５）と呼ぶ。例えば図１において公称断面積を点線で示す。図２において、公称
断面積は、例えば貫通ピン（４１、５１）の円周線によって画定される。先端（４３、５
３）の上端からの公称断面積（４５、５５）の距離は、それぞれ、例えば１３ｍｍである
。
【００１４】
　短い貫通ピン（４１）はホルダー部（３２）を貫通する。貫通ピンは、一定の断面また
は上から下へ向かって広くなる断面を持つ長手方向の流路（４６）を有する。例えば壁厚
０．５ｍｍの場合、この液体流路（４６）の最大内側断面は貫通ピン（４１）の公称断面
積（４５）の６５％である。図１の上部に位置する液体流路（４６）の入口（４７）は円
周面（４４）の一部であり、例えば先端（４３）に隣接する。
【００１５】
　長い貫通ピン（５１）は長手方向の流路（６１）を有する。流路は、ホルダー部（３２
）において、半径方向外向きに方向を変える。例えば公称断面積（５５）領域において、
この空気流路（６１）は液体流路（４６）と同じ内側断面積（６６）を有する。ホルダー
部にある入口（６２）において、空気流路は、例えば半透過性膜（６４）及び防菌エアフ
ィルタ（６５）を有する。図１の上部に位置する空気流路（６１）の出口（６３）は、円
周面（５４）の一部であり、例えば長い貫通ピン（５１）の先端（５３）に隣接する。
【００１６】
　輸液セット（２１）を輸液ボトル（１１）に接続する際、まず、切除デバイス（３１）
をストッパ（１２）に当てる。この際、まず長い貫通ピン（５１）が補強リング（１７）
によって画定されるストッパ（１２）の穿孔可能領域に当接する。ストッパ（１２）の中
へ押し入れるとき、長い貫通ピン（５１）の先端（５３）はストッパ（１２）の材料を切
断して、脇に押しのける。この例示的実施形態において、長い貫通ピン（５１）がストッ
パ（１２）を貫通したらすぐに、短い貫通ピン（４１）がストッパ（１２）の穿孔可能領
域（１９）に当接する。さらに切除デバイス（３１）を押し込むと、短い貫通ピン（４１
）もストッパ（１２）を貫通する（図３）。この場合、貫通ピン（４１、５１）の公称断
面積（４５、５５）によって穿孔されたストッパの面積は、ストッパ（１２）の下面の投
影面積の５．６％または穿孔可能領域（１９）の面積の３２％である。従って、この例示
的実施形態において、液体流路（４６）及び空気流路（６１）の内側断面積（４９、６６
）は、各々、穿孔可能領域（１９）の投影面積の１０．５％である。
【００１７】
　輸液ボトル（１１）を吊るした後、短い貫通ピン（４１）の先端（４３）は、液体（５
）の中へ例えば２４ｍｍ突出し、長い貫通ピン（５１）は、輸液ボトル（１１）の中へ例
えば３９ｍｍ突出する。
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【００１８】
　輸液の開始時、輸液ボトル（１１）の中の液体（５）は重力によって液体流路（４６）
を介して滴下室（２２）へ流入する。同時に、周囲（１）からの空気は、エアフィルタ（
６５）、膜（６４）及び空気流路（６１）を介して輸液ボトル（１１）へ流入する。液体
流路（４６）の断面積が大きいため、また空気流路（６１）からの空気供給が充分なため
、大きい液体の体積流量が得られる。
【００１９】
　また、貫通部（４１、５１）は異なる公称断面積（４５、５５）を持つこともできる。
例えば、液体流路（４６）を持つ貫通部（４１）は、空気流路（６１）を持つ貫通部（５
１）より大きい公称直径を持つ。少なくともシャフト（４２）部分において、液体流路（
４６）の内側断面積（４９）は、例えば２つの貫通部（４１、５１）のうち大きいほうの
公称断面積（４５、５５）の少なくとも６０％である。
【００２０】
　図４及び５は、切除デバイス（３１）の別の例示的実施形態を、それぞれ断面図及び平
面図で示す。短い貫通ピン（４１）の構造は図１～３を参照して説明したとおりである。
長い貫通ピン（５１）は空気流路（６１）及び液体流路（５６）を有し、２つの流路は相
互に平行に配列される。液体流路（５６）の入口（５７）は、例えば１４ｍｍ、空気流路
（６１）の出口（６３）の下方にある。この液体流路（５６）はホルダー部（３２）を貫
通し、その下端は、例えば短い貫通ピン（４１）の液体流路（４６）の下端と同じ高さに
ある。この例示的実施形態において、空気流路（６１）は図１に示す空気流路（６１）と
同じ長さを有する。
【００２１】
　図４及び５に示す例示的実施形態において、長い貫通ピン（５１）の液体流路（５６）
及び空気流路（６１）は同じ内側断面積（５９、６６）を有する。断面積は、各々、貫通
部（４１、５１）の公称断面積の例えば３５％である。従って、この例示的実施形態にお
いて、液体流路（４６、５６）の合計断面積は貫通ピン（４１、５１）の公称断面積（45
、５５）の１００％である。
【００２２】
　空気流路（１）の断面は輸液の際特に重要ではないので、図に示す切除デバイス（３１
）は、図１～３に示す形態に比べて液体の体積流量をさらに大きくすることができる。
【００２３】
　図６は、図４及び５の切除デバイス（３１）及び変形されたストッパ（１２）を通る断
面図である。補強リング（１７）及び補強リングによって囲まれる穿孔可能領域（１９）
は、眼鏡のような形状を持つ。また、ストッパの凹部（１５）もこの形状を持つことがで
きる。このストッパ（１２）のほうが、穿孔されるとき、穿孔可能領域（１９）が裂ける
危険が小さい。図４及び５に示す貫通ピン（４１、５１）の寸法の場合、液体流路（４６
、５６）の内側断面積（４９、５９）の合計は穿孔可能領域の面積の２２％である。スト
ッパ（１２）の下面（１６）の投影面積に比べると、液体流路（４６、５６）の内側断面
積（４９、５９）の合計はストッパ投影面積の３％である。
【００２４】
　図７及び８は、切除デバイス（３１）のさらに別の例を示す。短い貫通ピン（４１）は
図１及び４に示す貫通ピン（４１）に一致する。長い貫通ピン（５１）の長さは図４及び
５に示す長い貫通ピン（５１）の寸法に一致する。この例示的実施形態においても、長い
貫通ピン（５１）は空気流路（６１）及び液体流路（５６）を有する。
【００２５】
　液体流路（５６）の断面（５９）は、この例示的実施形態においては腎臓形である。液
体流路は貫通ピン（４１、５１）の公称断面積（４５、５５）の４２％を占める。従って
、液体流路（４１、５１）の内側断面積（４９、５９）の合計は、例えば貫通ピン（４１
、５１）の公称断面積（４５、５５）の１０７％である。
【００２６】
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　空気流路（６１）は例えば丸い断面を有する。この場合、この切除デバイス（３１）の
空気流路（６１）の断面積（６６）は公称断面積（４５、５５）の７％である。
【００２７】
　図９は図７及び８の長い貫通ピン（５１）の斜視図であり、ホルダー部（３２）を除く
。空気出口（６３）及び先端（５３）は、この図において液体入口（５７）を隠している
。
【００２８】
　さらに液体流量を大きくするために３つまたはそれ以上の貫通部（４１、５１）の使用
も考えられる。この場合、例えば、最長の貫通部（５１）は空気流路（６１）を有し、他
の全ての貫通部（４１）は、各々液体流路（４６）を有する。ただし、全ての貫通部が液
体流路（４６、５６）を持つように貫通部（４１、５１）を設計することもできる。この
場合、最長の貫通部（５１）はさらに空気流路（６１）を備える。
【符号の説明】
【００２９】
　１　　周囲
　５　　液体
　１０　　輸液装置
　１１　　輸液ボトル
　１２　　ストッパ
　１３　　挿入部
　１４　　上面
　１５　　凹部
　１６　　下面
　１７　　補強リング
　１８　　補強リブ
　１９　　穿孔可能領域
　２１　　輸液セット
　２２　　滴下室
　２３　　輸液管
　３１　　切除デバイス、穿孔デバイス
　３２　　ホルダー部
　４１　　最短の突出貫通部、短い貫通部、貫通ピン、
　４２　　シャフト
　４３　　先端
　４４　　円周面
　４５　　公称断面積
　４６　　長手方向の流路、液体流路
　４７　　入口
　４８　　出口
　４９　　内側断面積
　５１　　最長の突出貫通部、長い貫通部、貫通ピン
　５２　　シャフト
　５３　　先端
　５４　　円周面
　５５　　公称断面積
　５６　　長手方向の流路、液体流路
　５７　　入口
　５８　　出口
　５９　　内側断面積
　６１　　長手方向の流路、空気流路
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　６２　　入口
　６３　　出口
　６４　　膜
　６５　　フィルタ、エアフィルタ
　６６　　内側断面積

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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